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Abstract 
 
In recent years, the studies about emotions are 
performed actively. Moreover, the study which the theme 
is about a novel or a book is being performed, and if it is 
possible to read emotions from the sentences of the novels, 
it can use for building the robot of reading the books with 
emotion, not only just reading. Therefore, in this study, 
perform the emotion analysis of the sentence of the novel 
and think about the system of estimating emotion of 
readers based on it. In this study, first choose a novel 
which wants to estimate emotion, and do the morpheme 
analysis. Next, calculate emotion value using the emotion 
dictionary which is built by novel data, and estimate 
emotion according to this emotion value. In addition, this 
system tries to provide the result which is almost near 
human emotion by using 3-axes emotion model, "Happy
⇔ Sad", "Joyful ⇔ Angry", "Calm ⇔ Imminence". 
Therefore, to verify whether this system is effective, 
compare the emotion value which was calculated by using 
this system with emotion value which was gotten thorough 
the subject of an experiment. Then estimate emotion of the 
reader by rebuilding this system based on these results.  
 
1. まえがき 
近年，感情に関する研究が盛んに行われており，
Twitter，レビュー記事，新聞記事などが題材として取り
上げられている．また，小説や本を題材とした研究も行
われており，小説の文章から感情を読み取ることが出来
れば，ただ読むだけではなく感情を付与する本の読み聞
かせロボットの構築に利用することが出来ると考えてい
る．そこで，本研究では，小説の文章の感情分析を行い，
それに基づいた読み手の感情推定システムについて考え
る． 
本研究では，最初に感情推定を行いたい小説を選び，
形態素解析を行う．次に，小説データをもとに構築され
た感情辞書を用いて感情値を算出し，これらの感情値を
もとに感情推定を行う．なお本システムでは，「楽しい
⇔悲しい」，「嬉しい⇔怒り」，「のどか⇔緊迫」の 3
つの感情軸を用いることでより人間の感情に近い結果が
得られるようにしている．そして，本システムが有効か
どうかを検証するために，これによって算出された感情
値と被験者実験によって得られた感情値の比較を行う．
最後に，これらの結果をもとに本システムを再構築し，
読み手の感情推定を行っていく． 
 
2. 関連研究 
小林らによる研究[1]では，EC サイトのユーザーレビ
ュー記事の収集を行い，それがポジティブかネガティブ
のどちらの評価に関する記事であるかの分析を行えるシ
ステムの提案を行っている．しかし，この研究は，ポジ
ティブかネガティブを評価するのみであるため，人間の
感情に近い結果を得るためには物足りない． 
熊本らによる新聞記事を対象とし，人々が感じる印象
を抽出する高精度なテキスト印象マイニング手法を提案
している研究[2]や松本らによるニュース記事の信憑性判
断を支援する手法に関する研究[3]では，感情辞書[2][3]が
用いられている．感情辞書は，5 年分の読売新聞記事デ
ータベース(2002年版～2006年版)を解析し，記事に現れ
る各単語が記事の印象に及ぼす影響を数値化したもの[2]
であり，「楽しい⇔悲しい」，「嬉しい⇔怒り」，「の
どか⇔緊迫」の 3 つの感情軸を用いて分析が行われる．
本研究では，この感情辞書を参考にした小説データを解
析対象とした感情辞書を作成し，小説の文章に焦点を当
てて感情推定を行っている． 
 
3.  感情辞書による小説の感情推定 
本研究の感情辞書による小説の感情推定の概要図を，
図１に示す．最初に感情推定を行いたい小説を選ぶ．次
にこの小説の文章を形態素解析し，小説データをもとに
構築された感情辞書によって感情値を算出していく．そ
して，この感情値によって感情推定が行われる． 
 
 
図１ 感情辞書による小説の感情推定の概要図． 
 
 3.1 形態素解析 
 最初に，感情推定を行いたい小説の文章の形態素解析
を行う．形態素解析は形態素解析システム Juman[4]を用
いて単語に分解される．このとき，Jumanによって出力
された結果をそのまま用いずに，熊本らによって定めら
れたルール[2]に再帰的に従って変換作業を行う．これら
のルールは熊本らが直感的に定めたものであり，接尾辞
や接頭辞が単語の印象に与える影響を考慮するためのも
のや品詞を変換するためのものなどがある[2]．これらの
ルールを表１にて示す．  
 
表１ Jumanの出力結果を変換するためのルール． 
1 形容詞/動詞＋名詞性述語接尾辞のとき，この 2
語を普通名詞 1語に変換する 
2 名詞/未定義語/形容詞(語幹)/動詞(基本連用形)＋
名詞性名詞接尾辞(「化」を除く)のとき，この 2
語を普通名詞 1語に変換する 
3 名詞/未定義語/形容詞(語幹)/動詞(基本連用形)＋
名詞性名詞接尾辞「化」のとき，この 2語をサ
変名詞 1語に変換する 
4 接頭辞「御/ご/お」＋動詞(基本連用形)のとき，
この 2語をサ変名詞 1語に変換する 
5 動詞(基本連用形)＋格助詞のとき，動詞(基本連
用形)をサ変名詞に変換する 
6 名詞/未定義語＋名詞性特殊接尾辞(「都，道，
府，県，郡，市，町，村，区，州，省」を除く)
のとき，この 2語を未定義語 1語に変換する 
7 形容詞/動詞＋動詞性接尾辞のとき，この 2語を
動詞 1語に変換する 
8 サ変名詞/カタカナ/アルファベット/副詞/形容詞
(基本連用形/ダ列基本連用形)＋動詞「する/でき
る」のとき，この 2語を動詞 1語に変換する 
9 動詞+助動詞「ぬ」/形容詞性述語接尾辞「な
い」のとき，この 2語を動詞 1語に変換する 
10 名詞(形式名詞と副詞的名詞を除く)/未定義語/動
詞(基本連用形)/副詞＋判定詞のとき，この 2語
を形容詞 1語に変換する/ 
11 形容詞/動詞/判定詞＋形容詞性述語接尾辞(「な
い」を除く)のとき，この 2語を形容詞 1語に変
換する 
12 名詞/未定義語/動詞/形容詞＋形容詞性名詞接尾
辞のとき，この 2語を形容詞 1語に変換する 
13 形容詞＋形容詞性述語接尾辞「ない」のとき，
この 2語を形容詞 1語に変換する 
14 形式名詞/副詞的名詞/助詞＋判定詞のとき，この
2語を判定詞 1語に変換する 
15 判定詞＋形容詞性述語接尾辞「ない」のとき，
この 2語を判定詞 1語に変換する 
16 形容詞(ダ列タ系連用テ形/基本連用形)/動詞(タ系
連用テ形)/判定詞(ダ列タ系連用テ形)＋副助詞
「は/も」のとき，副助詞を削除する 
17 接頭辞(「御，ご，お」を除く)＋任意の形態素
のとき，この 2語を 1語にする 
 
3.2 感情辞書 
本研究では，インターネット上の電子図書館である青
空文庫[5]に登録されている短編小説を用いて，感情辞書
の構築を行う． 
感情辞書の作成方法であるが，熊本らによる手法[2]を
参考にする．まずはじめに，各感情軸の左側の感情を表
す感情語群と右側の感情を表す感情語群を定義し，どち
らかの感情語群に含まれる感情語が 1 語以上含まれてい
る小説データを抽出し，それぞれ数える．各感情軸を表
す感情語群は表２に示す．本研究では，これに該当する
短編小説を計 146 冊用意し，感情軸の片方を表す小説が
もう片方の小説となるべく均等になるようにした．その
内訳は，「楽しい」の感情を表す小説が 50冊，「悲しい」
が 46冊，「うれしい」が 58冊，「怒り」が 31冊，「の
どか」が 32 冊，「緊迫」が 38 冊である．このとき，感
情軸の左側の感情の感情語群に属する感情語の数が右側
の感情の感情語群に属する感情語より多く含まれている
小説集合を SL(数を NL個)とし，少ない小説集合を SR(数
を NR 個)とする．次に，それぞれの小説集合の形態素解
析を行い，助詞，連体詞，指示詞以外の全ての単語を抽
出し，単語ごとに出現回数を数える．なお形態素解析は
3.1 節にて示した手法と同じやり方で行っている．この
とき，ある単語ωの小説集合 SLにおいて出現した小説の
数を NL(ω)，小説集合 SR において出現した小説の数を
NR(ω)とし，それぞれの条件付確率は式(1)で表される． 
 
𝑃𝐿(ω) =
𝑁𝐿(ω)
𝑁𝐿
， 𝑃𝑅(ω) =
𝑁𝑅(ω)
𝑁𝑅
 (1） 
 
この式(1)により求められた𝑃𝐿(ω)と𝑃𝑅(ω)を用いて単
語ωの感情値 v(ω)を式(2)にて表す．なお，𝑤𝑒𝑖𝑔ℎ𝑡𝐿や
𝑤𝑒𝑖𝑔ℎ𝑡𝑅は重みであり，該当する感情語が含まれる小説
の数が多ければ多いほど大きくなるようになっている． 
 
 𝑣(ω) =
𝑃𝐿(ω) ∗ 𝑤𝑒𝑖𝑔ℎ𝑡𝐿
𝑃𝐿(ω) ∗ 𝑤𝑒𝑖𝑔ℎ𝑡𝐿 +  𝑃𝑅(ω) ∗ 𝑤𝑒𝑖𝑔ℎ𝑡𝑅
 
𝑤𝑒𝑖𝑔ℎ𝑡𝐿 = 𝑙𝑜𝑔10𝑁𝐿 
𝑤𝑒𝑖𝑔ℎ𝑡𝑅 = 𝑙𝑜𝑔10𝑁𝑅 
(2） 
 
 これらの方法で単語ωの感情軸における感情語として
感情辞書に登録する．感情辞書では，感情軸の左側の感
情である「楽しい」，「うれしい」，「のどか」を表す
感情に近いほど感情値が 1，右側の感情である「悲し
い」，「怒り」，「緊迫」を表す感情に近いほど 0 に近
づくようになっている． 
 
表２ 各感情軸を表す感情語群． 
感情軸 感情語 
楽しい 
⇔悲しい 
楽しい，楽しむ，楽しみだ，楽しげだ 
悲しい，悲しむ，悲しみだ，悲しげだ 
うれしい 
⇔怒り 
うれしい，喜ばしい，喜ぶ 
怒る，憤る，激怒する 
のどか 
⇔緊迫 
のどかだ，和やかだ，素朴だ，安心だ 
緊迫する，不気味だ，不安だ，恐れる 
 
 3.3 感情値算出 
3.1節にて形態素解析が行われた小説の文章を 3.2節に
て構築された感情辞書から各単語の感情値を感情軸ごと
に取り出していき，感情軸ごとの平均値を計算する．こ
のとき，同じ単語が複数回登場したとしても，それぞれ
別のものとし，該当する単語の感情値を登場した回数分
足し合わせていく．これによって得た感情値をその小説
データの感情値とする． 
 
4. 感情辞書による小説分析と被験者実験の比較 
本研究では，感情辞書による小説分析と被験者実験を
行い，これら 2 つの結果を比較することで今回提案した
手法が有効かどうかを検証する． 
 
4.1 実験準備 
本実験では，感情辞書を用いて算出された感情値と読
み手が感じる感情値の 2 つの感情値を用いて実験を行う．
そのために必要となる感情値を被験者実験と感情辞書に
よる小説分析でそれぞれ算出していく． 
 
4.1.1 実験で用いる文章 
前後の文章によって同じ文章でも読み手が感じる感情
も変わるだろうという推測から，長さの異なる 3 パター
ンの文章を用意した．このとき，計 2～3文で構成されて
いる文章をパターン A，パターン A の文章が含まれてい
る段落をパターン B，パターン B の段落とその前後の段
落の計 3～4 段落で構成されている文章をパターン C と
している．文章は，各パターンに応じた長さの文章を 6
種類の小説からそれぞれ抜粋したものを使用した．  
 
4.1.2 被験者実験 
まず最初に，読み手が感じる感情値のデータを得るた
めに，大学生 60 人による被験者実験を行った．これら
60人を 4.1.1項にて示した各パターン 20名ずつに分け，
被験者には 6 種類の文章を読んでもらい，評価してもら
った．評価方法は，3 つの感情軸である「楽しい⇔悲し
い」，「うれしい⇔怒り」，「のどか⇔緊迫」のそれぞ
れに対し，「左側の感情を…(1)感じる，(2)割と感じる，
(3)やや感じる，(4)両方の感情を感じない，右側の感情を
…(5)やや感じる，(6)割と感じる，(7)感じる」の7段階評
価である．なお，パターン A，B では全体を読んでの評
価，パターン C では段落ごとに評価をしてもらっている．
この結果によって得られた数値の平均を各パターンごと
に算出し，これらを読み手が感じる感情値とする． 
 
4.1.3 感情辞書による小説分析 
次に，小説データの感情値を算出する．ここでは，3.1
節にて示した形態素解析を行い，3.3 節にて示した感情
値算出方法を用いて行われる．なお，このとき得られる
感情値は感情軸の左側の感情が強いほど 1，右側の感情
が強いほど 0 に近づくようになっており，被験者実験で
は，感情軸の左側の感情が強いほど 1，右側の感情が強
いほど 7 に近づくようになっているため，以下の式(3)[2]
を用いて感情辞書で得られた感情値を変換し，被験者実
験と同じスケールとなるように換算する． 
 
換算値 ＝ (1 － 算出値) * 6 + 1 (3） 
 
4.2 3パターンの文章による実験 
 本研究では，4.1.2項と 4.1.3項にて算出された 2つの感
情値を用いて，感情辞書と長さの異なる 3 パターンの文
章との比較を行う．このとき，パターン Aは 2～3文，パ
ターン B とパターン C は段落をひとまとめとして感情値
の算出を行っているため，それぞれ別々に分けて感情辞
書にて算出された感情値との比較を行う．なお，パター
ン Bとパターン Cの比較は，パターン Cの文章がパター
ン B の段落を含んでいることを利用し，同じ段落での比
較を行っている．  
 
4.3 3パターンの文章による実験結果 
表３と表４は，感情辞書と長さの異なる 3 パターンと
の文章の比較の結果である．このとき，軸 1 は「楽しい
⇔悲しい」，軸 2 は「うれしい⇔怒り」，軸 3 は「のど
か⇔緊迫」のそれぞれの感情軸を表しているとする．ま
た，感情値が1以上4未満の場合は感情軸の左側の感情，
4 超え 7以下の場合は右側の感情を感じ，4の場合は両方
の感情を感じないとする． 
 
表３ 感情辞書とパターン Aの比較． 
文章 感情値算出元 軸 1 軸 2 軸 3 
(1) 感情辞書 5.11 4.56 4.04 
パターン A 6.15 4.75 5.70 
(2) 感情辞書 5.36 5.31 5.23 
パターン A 3.65 3.75 3.90 
(3) 感情辞書 4.33 3.11 2.96 
パターン A 2.65 2.60 1.35 
(4) 感情辞書 3.53 3.12 3.78 
パターン A 1.60 1.80 2.75 
(5) 感情辞書 2.94 2.67 4.19 
パターン A 2.00 1.50 2.25 
(6) 感情辞書 4.61 4.65 5.75 
パターン A 5.85 5.45 6.30 
 
表３は，感情辞書で得られた感情値と被験者実験のパ
ターン A で得られた感情値との比較，表４は被験者実験
のパターン B，C で得られた感情値との比較である．表
３より，パターン A は 18 項目中 13 項目，表４より，パ
ターン Bは 18項目中 17項目，パターン Cは 18項目中 16
項目にて被験者が感じた感情と同様の感情を読み取った
ことが分かった． 
 
 表４ 感情辞書とパターン B，Cの比較． 
文章 感情値算出元 軸 1 軸 2 軸 3 
(1) 感情辞書 5.11 4.79 4.01 
パターン B 6.60 5.15 5.40 
パターン C 6.30 5.50 5.40 
(2) 感情辞書 5.28 5.06 5.34 
パターン B 5.00 4.20 4.05 
パターン C 5.40 4.45 4.60 
(3) 感情辞書 4.52 3.00 3.03 
パターン B 3.60 3.15 1.80 
パターン C 3.05 3.10 2.25 
(4) 感情辞書 3.44 3.14 3.62 
パターン B 1.70 2.05 2.15 
パターン C 2.05 2.15 2.10 
(5) 感情辞書 2.99 2.75 3.62 
パターン B 2.70 1.65 2.95 
パターン C 2.70 1.85 4.20 
(6) 感情辞書 4.80 4.20 5.60 
パターン B 5.65 6.05 5.95 
パターン C 5.85 5.70 6.15 
 
4.4 3パターンの文章による実験の考察 
4.3 節での実験において，文章(2)ではパターン B とパ
ターン C は全ての項目にて被験者が感じた感情と同じ感
情を読み取っているが，パターン A では全て違う感情を
読み取る結果となった．これは，感情辞書やパターン B
と Cのように右側の感情を感じるためにはパターン Aの
文章が短すぎたのであると考えられる．また，文章(5)の
「のどか⇔緊迫」の項目はパターン B では正しく読み取
れていたが，パターン C では読み取れていなかった．こ
れは，文章(5)が長くなったことによって，その前後の文
章の影響を受けたからであると考えられる．これらのこ
とから，文章の長さや前後の文章の有無は非常に大事で
あることが分かる．  
 
 
図２ 文章(3)の「楽しい⇔悲しい」における回答結果． 
全てのパターンで違う感情となったのは，文章(3)の
「楽しい⇔悲しい」の項目である．図２は被験者実験で
の文章(3)の「楽しい⇔悲しい」の項目における回答結果
を示したものである．これらの結果より，被験者実験で
も全てのパターンにおいて 4.1.2 項にて記した選択肢で 3
～5 を選んだ人がほとんどであり，文章からは強い感情
を感じられず，どちらを選んでいいかわからないような
文章だったからだと考えられるため，このような結果に
なったと考えられる． 
 
5. 感情辞書に基づいた読み手の感情推定 
4章では感情辞書を用いて小説の文章から感情を読み
取る実験を行った．しかし，実際に本の読み聞かせロボ
ットとして利用するためには，その読み手にあった感情
推定が出来た方が良い．そこで，本章では，被験者実験
によるデータによって様々な読み手に対応出来るであろ
う感情推定システムを生成し，その例として 4章にて行
った大学生による被験者実験の結果を用いて大学生が読
み手であると仮定した場合の感情推定を行っていく．そ
して，再度被験者実験を行い，感情推定が出来ているか
どうかを検証する． 
 
5.1 感情辞書の再構築 
4 章では，感情辞書によって文章からある程度の感情
を読み取れたものの，その結果は読み手である被験者に
よって変わるものではない．したがって，読み手の感情
推定を行うためには，読み手が感じた感情のデータを使
って 3.2 節にて構築された感情辞書を再構築する必要が
あると考える．そこで，被験者実験の 1 人分の実験結果
を感情辞書構築におけるその感情を表す小説として，そ
の文章に含まれている単語を感情辞書に登録していく．
なお実験データは 4 章にて行った被験者実験のうちパタ
ーン Cの 20人分の結果を用いる． 
まず被験者実験にて用いた文章を段落ごとに分けてい
く．被験者実験では段落ごとに評価してもらっているた
め，各段落の文章を 1 冊の小説として考える．被験者実
験では感情軸ごとにどう感じたかを 7 段階評価にて評価
してもらったが，今回は感情軸の左側の感情を感じた，
右側の感情を感じた，あるいは両方感じないの 3 つに分
けて考える．感情軸の左側の感情を感じた場合はその強
さに関係なくその文章は左側の感情を表すとし、右側の
感情なら右側の感情、両方感じないのであればどちらで
もないとしている．なお感情辞書にある単語を登録する
際にその単語が同じ小説内の別々の段落にそれぞれ登場
する場合はそれぞれ別で考えるのではなく，結果を足し
て登場した段落の数だけ割って求められる平均値を用い
て考える．このようにした理由は複数回登場したことで
感情辞書にその分多く登録されることによる偏りを防ぐ
ためである． 
これによって再構築された感情辞書は，被験者実験に
よるデータがかなり反映されるため，その被験者と同種
の読み手向けの感情辞書になると考える． 
 
 5.2 被験者実験 
 5.1 節にて再構築された感情辞書によって算出された
感情値との比較のための読み手が感じる感情値のデータ
を得るために再度被験者実験を行う．本実験では，4.1.2
項で実験をしてもらった被験者とは別に新たに大学生 20
人に 4.1.1 項にて示したパターン C の文章を読んでもら
った．以後の評価方法は 4.1.2項と同じである． 
 
5.3 読み手の感情推移の実験 
本章では，読み手の感情推定が出来ているかどうかを
検証するため，感情値から感情の推移を読み取れている
かどうかの比較を行う．パターン C では被験者は段落ご
とに評価を行っているため，各段落での感じ方の違いを
提案手法が読み取れているかどうかを調べる． 
 
5.4 読み手の感情推移の実験結果 
 図３～図８は，2 つの感情辞書と被験者実験における
感情値の推移の比較である．このとき，3.2 節にて構築
された感情辞書を旧感情辞書，5.1 節にて再構築された
感情辞書を新感情辞書，5.2 節にて行った実験を被験者
実験としている． 
 
 
図３ 文章(1)の感情値推移の比較． 
 
 
図４ 文章(2)の感情値推移の比較． 
 
図３は，文章(1)の感情値推移の比較である．旧感情辞
書では，段落①の「のどか⇔緊迫」の項目は「のどか」
を表しているが，新感情辞書では，「緊迫」を表してお
り，被験者実験と同じ感情を読み取る結果となった． 
図４は，文章(2)の感情値推移の比較である．被験者実
験における段落①の「のどか⇔緊迫」の項目は，3.95と
両方感じないにほぼ近い「のどか」を表しているが，旧
感情辞書と新感情辞書では，「緊迫」を表しており，異
なる結果となった．しかし，旧感情辞書と比較すると，
新感情辞書の感情値は 1に近づいており，若干ながら良
くなっていることが分かる． 
 
 
図５ 文章(3)の感情値推移の比較． 
 
図５は，文章(3)の感情値推移の比較である．旧感情辞
書では，「楽しい⇔悲しい」の項目において，全段落が
「悲しい」を表しており，被験者実験と異なる結果とな
っていたが，新感情辞書では全段落が「楽しい」を表し
ており，被験者実験と同じ感情を読み取れていることが
分かった． 
 
 
図６ 文章(4)の感情値推移の比較． 
 
図６は，文章(4)の感情値推移の比較である．全ての項
目において，新感情辞書は被験者実験と同じ感情を読み
取れており，かつ旧感情辞書と比べて感情値も被験者実
験の結果により近くなっていることが分かる．しかし，
感情値の推移という点においては，6つの文章の中では
一番正確ではないという結果も出た． 
図７は，文章(5)の感情値推移の比較である．被験者実
験の段落①と段落③では，全ての感情軸において右側の
 感情を感じたのに対し，旧感情辞書では，左側の感情を
表しているという結果が出た．新感情辞書では，段落③
の「うれしい⇔怒り」の項目は被験者実験で読み手が感
じた「怒り」なのに対し，「うれしい」の感情と異なる
結果ではあるが，それ以外の段落③の項目及び段落①の
全 3項目が同じ感情を読み取っている．これにより，文
章(5)の特徴でもある感情が段落ごとに変わる文章を旧感
情辞書よりも読み取れていることが分かった． 
 
 
図７ 文章(5)の感情値推移の比較． 
 
 
図８ 文章(6)の感情値推移の比較． 
 
図８は，文章(6)の感情値推移の比較である．全ての項
目において，新感情辞書は被験者実験と同じ感情を読み
取れているが，旧感情辞書と比べて感情値が被験者実験
の結果から遠くなった項目が多く見られた． 
 
5.5 感情辞書に基づいた読み手の感情推定の考察 
4 章で行った旧感情辞書を用いた小説分析では，ある
程度の感情を読み取れることが出来たが，その推移は正
確ではなかったことが多かった．しかし，5 章で行った
読み手の感情推移の実験より，全体的に新感情辞書を用
いた方が旧感情辞書よりも被験者実験の結果に近く，読
み手の感情推定が出来ているという結果になった． 
新感情辞書の多くの結果は被験者実験の感情値の推移
に似た結果となっているが，一部の文章では出来ていな
かったのも見られた．例えば，文章(4)の「うれしい⇔怒
り」の項目では，被験者実験より，段落②よりも段落①
の方が感情値が 1 に近く，より「うれしい」感情を強く
表しており，段落②以降の段落は徐々に「うれしい」感
情が強くなっていることが分かる．しかし，新感情辞書
による結果からは，段落②の方が段落①よりも「うれし
い」感情が強くなっており，次の段落③や段落④と比べ
ても一番「うれしい」感情が強いと読み取っているため，
正確に読み取れているとは言えない．このような結果と
なってしまったのは，5.1節での感情辞書の再構築の方法
に問題があると考えられる．今回の感情辞書の再構築で
は，被験者実験の結果を用いたが，感情辞書に登録する
にあたって，それぞれの感情の強さは考慮せず，左側の
感情を感じた，右側の感情を感じた，あるいは両方感じ
ないの 3 段階に分けて考えていた． したがって，感情辞
書によって感情軸の左側か右側のどちらの感情かまでは
読み取れてもその強さまでを正確に表すことが出来なか
ったと考えられる．このように感情の推移をより正確に
表すためには，被験者実験で出た 7 段階評価を反映させ
た新たなシステムの導入が必要であると考える． 
 
6. むすび 
本研究では，感情辞書による小説の分析に基づいた読
み手の感情推定を行った．その結果，被験者実験による
データを用いることでより読み手が感じた感情に近い結
果が得られるようになったが，感情の強さを読み取るこ
とも必要であるという課題点が残る結果となった． 
また，今回は，大学生による被験者実験データを用い
て大学生が読み手であると仮定した感情推定を行った．
しかし，読み手となる人物は，専門的知識が豊富な人や
逆にそこまで知識がない人との違い，性別の違い，主婦
や学生，教授など職業別による違いなどで様々な種類の
人物が想定されるため，それらの読み手に対応した感情
辞書を構築する必要がある．したがって，今後は，本研
究で集めた大学生のデータに加えて様々な種類の人物に
よる実験データを集め，そのデータをもとに再度検証を
行い，改めて考察を行っていく必要があると考える． 
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